



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































国際組織の名称 結成年度 発足時の加盟国数 2006年現在の加盟国数
国際柔道連盟 1951 11ヶ国 199ヶ国地域
国際剣道連盟 1970 17ヶ国地域 47ヶ国地域
世界空手道連合 1970 33ヶ国 173ヶ国地域
少林寺拳法世界連合 1974 15ヶ国 31ヶ国　　
国際合気道連盟 1976 29ヶ国 42ヶ国地域
国際なぎなた連盟 1990 ７ヶ国 13ヶ国　　
国際相撲連盟 1992 25ヶ国 77ヶ国地域










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































役　職 国　名 役　職 国　名
会　長 クエート 事務総長 韓国
副会長 韓国 財務総長 インド
副会長 タイ 審　　判 日本
副会長 ネパール スポーツ マカオ
副会長 中国 教　　育 イラン










































副会長（アフリカ） P. パレンフォ コートジボアール
副会長（アジア）　　　 O. アルアジ クエート
副会長（ヨーロッパ） S. ソルベンチック ハンガリー
副会長（オセアニア） C. ハーグレーブ ニュージーランド
副会長（パンアメリカン）P. ワンダレイ ブラジル
事務総長 J. ルージェ フランス




審判主任理事 J.C. バルコス スペイン
審判理事 J. シュナイダー オランダ
マーケッティング理事 金正幸 韓国
スポーツ主任理事 V. バータ チェコ
スポーツ理事 上村春樹 日本
スポーツ理事 I. アロイス ウルグアイ
スポーツ理事 A. バグダザロフ ウズベキスタン
アドバイザー H. ドィーブ チュニジア















1951年の IJF 創立当時は、IJF の試合審判規定は存在せず、講道
館試合審判規定を用いていた。しかし、1965年、英国のパーマー










































































































































































































































































































































































































































































































































































６才以下 ７～14 15～18 19～26 27～40 41～60 60以上
































































































































































































































































































































































































































































◦  Deutscher Judobund, Dan-Prüfungsordnung. Begleitmaterial zum Dan-
Prüfungsprogramm, 2010（ドイツ柔道連盟（編集）『昇段審査規定の手引』、
2010年、136頁）昇段審査規定に関する資料・審査科目の解説。
◦  Klocke Ulrich, Judo lernen, 2007（Klocke Ulrich『柔道を習う。８～５級』、
2007年、164頁）ドイツ柔道連盟の昇級審査の教本で、８～５級の審査科目
の解説。
◦  Klocke Ulrich, Judo anwenden, 2010（Klocke Ulrich『柔道を応用する。４～
１級』、2010年、197頁）ドイツ柔道連盟の昇級審査の教本で、４～１級の審
査科目の解説。
◦  Deutscher Judobund, Judo spielend lernen. Ein Leitfaden für die Ausbildung 
der 5 bis 7-Jährigen, 2006 （ドイツ柔道連盟『遊びながら柔道を習う』、2006
年、154頁）５～７才の子供を対象にする育成プログラムの指導手引。
◦  Deutscher Judo-Bund, Judo. Trainer-C-Ausbildung, 2009 （ドイツ柔道連盟編










































































































































世 界 の 剣 道 界 は 現 在、 国 際 剣 道 連 盟（International Kendo 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































闘技大会（Sports Accord World Combat Games）。2010年８月に北京で第
１回大会が開催され、今後は４年毎の開催が予定されている。第１回大会
では15種目の競技が行われ、剣道は国際剣道連盟として参加している。
（３） 国 際 剣 道 連 盟 の 名 称 は、1970年 の 発 足 当 時、International Kendo 
Federation （IKF）とされたが、2006年のスポーツアコード加盟に際して、
同略称を用いる他組織との混乱を避けるためフランス語標記の Fédération 

























６． 加藤純一  「From Korea The internationalization of Kumdo」『Kendo 































































































































励んだイギリス人・ F. J. ノ
ー マ ン は、1905年 に『The 















































































































































































































































































国際柔道連盟 International Judo Federation　（略称：IJF）
国際剣道連盟 International Kendo Federation　（略称：IFK）
国際空手道連盟 World Karate Federation　（略称：WKF）
国際合気道連盟 International Aikido Federation　（略称：IAF）
国際なぎなた連盟 International Naginata Federation　（略称：INF）









IJF （柔道） 1951 11ヶ国 199ヶ国・地域 オーストリア
IKF （剣道） 1970 17ヶ国・地域 47ヶ国・地域 日本
WKF（空手道） 1970 33ヶ国 173ヶ国 スペイン
IAF （合気道） 1976 29ヶ国 42ヶ国・地域 日本
INF （なぎなた） 1990 ７ヶ国 13ヶ国 日本













































































































































































































































（１） Lance Gatling, “Jujutsu”, in “T. Green, J. Svinth (eds.), Martial Arts of the 
World Vol. 1, p. 124
（２） Defendu, First published in 1926 in Shanghai by the North-China Daily 
News & Herald Ltd.
（３） Quoted in Yasuko I. Takezawa, Breaking the Silence: Redress and Japanese 
American Ethnicity, p. 68
（４） Quoted in Luiz Kobayashi, “A Brief Overview of Pre-WWII Kendo in 
Brazil”, Kendo World Vol. 5 No. 2 (2010), p. 27  
（５） Quoted in Luiz Kobayashi, “A Brief Overview of Pre-WWII Kendo in 
Brazil”, Kendo World Vol. 5 No. 2 (2010), p. 27  
224
武道のグローバルな展開に向けて
（６） Eiichiro Azuma, Between Two Empires:Race, History, and Transnationalism 
in Japanese America, p. 251
（７） Allen Guttmann, “The Diffusion of Sports and the Problem of Cultural 
Imperialism”, E.Dunning, J. Maguire, R. Pearton (eds.), The Sports 
Process: a comparative and developmental approach, 1993, pp. 125‒137  












15c 初　室町幕府全盛期 1405明・永楽帝、鄭和派遣 15ｃイタリア・ルネサンス
































































































































































Nippon Budokan /Alexander Bennett (ed. Trans.), Budō: The Martial Ways of 





Alexander Bennett (ed.), Budo Perspectives, KW Publications, 2005
国際日本文化研究センター主催の国際シンポジウム「21 世紀の日本武道の行方:過去 ·




Kano Jigorō, Kodokan Judo, Kodansha International, 1994
柔道の正式な技術と 7つの形全ての説明が記載され、簡潔だが初心者にも上級者にも有
益な内容となっている。1955 年以来、多くの専門家に定評がある。




Sasamori Junzō and Gordon Warner, This is Kendo: The Art of Japanese 
Fencing, Tuttle Publishing, 1989 (reprint)
英語で書かれた剣道の入門書として古典的名著。剣道の歴史、文化、技について包括的
な概要が示されている。応用技術の説明のいくつかは現在ではやや時代遅れな感もある。
Ozawa Hiroshi, Kendo: The Definitive Guide, Kodansha International, 1997
剣道の歴史、技巧、試合、さらには訓練をする際のガイドラインも含まれ、有益な情報
として高い評価を得ている。著者は影響力の強い剣道家の出の 8段（2010 年）。
Sakai Toshinobu (translated by Alexander Bennett), Bilingual Guide to the 
History of Kendo, Ski Journal, 2010
『日本剣道の歴史　英訳付』。日本の剣道史と刀剣の思想が解説されている。日本語と英
語訳が対で掲載。複雑な剣道の歴史的側面を解明しているが、日本語の勉強にも有益。









Onuma Hideharu, Dan and Jackie DeProspero, Kyudo: The Essence and 





Funakoshi Gichin, The Twenty Guiding Principles of Karate: The Spiritual 













Ueshiba Kisshōmaru, The Spirit of Aikido, Kodansha International, 1988
合気道開祖の息子で二代道主・植芝吉祥丸が、合気道の原理および哲学の一部を明瞭か
つ簡潔に提示している。合気道界で支持される理論への興味深くかつ有益な入門書。














Andlauer Dominique, Vertu et richesse de l’étiquette dans les arts martiaux 




Amdur Ellis, Traditions martiales. Origine et transmission du savoir dans les 
écoles d’escrime japonaise, traduction Guy LeSieur et Yvon Racine, Noisy sur 




Miyamoto Musashi, Traité des cinq roues, traduction Maryse et Masumi 
Shibata, Paris, Editions Albin Michel, 1983
宮本武蔵著『五輪書』を日本人も一緒に日本語から仏訳。簡単な解説を付けている。
Tokitsu Kenji, Miyamoto Musashi, maître de sabre japonais du xviie siècle, 
Méolans-Revel, Editions DésIris, 1998
宮本武蔵の伝記。武蔵の著作についても分析している。『五輪書』は全訳、『兵法三十五
箇条』も抄訳されている。
Yagyu Munenori, Le sabre de vie : les enseignements secrets de la maison du 




Issai Chozan, Le sermon du tengu sur les arts martiaux, traduction Josette 




Kanō Jigorō, Judo Kodokan. La bible du judo, traduction Thierry Plée et 
Valérie Melin, Noisy sur Ecole, Budo Editions, 2006
柔道の創設者・嘉納治五郎と講道館の有名な師範を紹介しながら、柔道の歴史および理
論を解説しており、柔道の技術はほぼすべて記載されている。
Kanō Jigorō, L’essence du judo, traduction Josette Nickels-Grolier, Noisy sur 




















Onuma Hideharu, Kyudo – l’essence et la pratique du tir à l’arc japonais, Noisy 




Funakoshi Gichin, Karate-do : ma voie, ma vie, traduction Valérie Melin, Noisy 
sur Ecole, Budo Editions, 2007
日本本土に空手を紹介した船越義珍の自伝『空手道一路』の英語から仏訳。
Funakoshi Gichin, Karate Dô Kyôhan: Le texte fondateur sur la voie de la Main 
vide, Budo Editions, 2007
技法を解説した船越義珍著『空手道教範』の仏訳。
【合気道】
Ueshiba Kisshomaru et Moriteru, Aïkido officiel – Enseignement fondamental, 
traduction Josette Nickels-Grolier, Noisy sur Ecole, Budo Editions, 2004
植芝吉祥丸・守央著『合気道教本』の英訳から仏訳。合気道の稽古の為の準備と基本技
を写真入りで紹介。
Ueshiba Moriteru, Aïkido officiel – Enseignement supérieur, traduction Josette 






MÖLLER Jörg (Herausgeber), Die Geschichte der Kampfkünste, Lüneburg, 
Verlag der Universität Lüneburg, 1996.
『武道の歴史』。柔道、空手道、相撲等の現代武道各種目の歴史をまとめた論文集。




REID Howard  and Michae l  CROUCHER,  Der  Weg des  Kr iegers . 
Kampfsportarten-Tradition, Technik, Geist, Hugendubel, 1999.
『武人の道‐武術の伝統・技術・精神』。インド、中国、日本を中心にして社会・文化の
背景を入れながら東洋武術全般を紹介する。
SCHLOSSER-NATHUSIUS Uschi und Florian MARKOWETZ, Kampfkunst als 












NIEHAUS Andreas, Leben und Werk Kanō Jigorōs (1860-1938). Ein 
Forschungsbeitrag zur Leibeserziehung und zum Sport in Japan, Ergon, 2003.
『嘉納治五郎の生涯と事跡』。教育者としての嘉納治五郎の役割を論じ、体育としての柔
道の概念とその意義を、近代日本の体育・スポーツの展開と関連させて述べる。
VELTE Herbert, Judo von A-Z, Pietsch Verlag, 2009.
『柔道A～Z』。柔道の用語約2000を解説した柔道事典。柔道の歴史的な背景、ドイツで
の柔道展開の年表も含む。
HERZ Andre und Jörg EISENACHER, Judo im Schulsport. Grundlagen-






BONFRANCHI Riccardo, Judo- ein erziehungstherapeutischer Weg für 




OSHIMA Kotaro und Kozo ANDO,  Kendo. Lehrbuch des japanischen 









HOFF Fe l iks  F.  und  Gensh i ro  INAGAKI ,  Kyudo .  D ie  Kunst  des 
Bogenschiessens, Weinmann Verlag, 2005 (Erstauflage 1979).
『弓道－弓の術』。弓道の歴史的な展開、技術、稽古法と用具の解説を含む教本。
【空手道】
HANDEL Horst, Karate oder das Wesen des Dō, Schlatt Verlag, 1998.
ドイツの空手の普及に重要な役割を果した著者による、空手道の技術と競技としての特
性だけでなく、歴史と思想も解説した教本。




FUNAKOSHI Gichin, Karate-dō. Mein Weg, Kristkeitz Verlag, 2001.
琉球唐手を日本本土に最初に紹介した船越義珍の自伝『空手道一路』（1965）の独訳。
自らの体験に基づいて空手の歴史、背景及びその思想を述べる。
BITTMANN Heiko, Die Lehre des Karate-dō, Verlag Heiko Bittmann, 2000.
『空手道の教え』。空手道の歴史・文化的な背景を踏まえ、四大流派の流祖の伝記と各流
派の主なテクストの翻訳と解説を収める。著者の博士論文をまとめたもの。











STEVENS John, “Unendlicher Friede”. Die Biographie von Morihei Ueshiba, 
Gründer des Aikidō, Kristkeitz Verlag, 2002.
『「無限の平和」－合気道開祖植芝盛平伝』。合気道の展開に影響を及ばした歴史と社会
の背景も示す植芝盛平の人生を描く伝記。





Jean-Francois Renault & Ana María Arranz Carabias, El Judo en Diez 
lecciones, Editorial Cantabrica, Bilbao, 1975 
柔道の基本からの教則本。帯の閉め方、挨拶の仕方等の基本を説明した後、投げ技、固
め技等が図解とともに説明、巻末には柔道の用語が解説されている。
Cesar Barioli, El Judo en 12 lecciones, Editorial de Vecchi, Barcelona, 1979
柔道の一般を扱い、柔道経験者向き。様々な技を図解とともに詳細に説明している。最
後に柔道競技の国際ルールと審判の使用する用語を掲載。
Jen Heim, El Judo - Apréndalo por sí mismo -, Espasa-Calpe, Madrid, 1967
副題にあるように独学で柔道を学ぶために、柔道の基本的な事柄から、競技のための準
備まで説明する小冊子（64頁）。技については多くの写真を使用している。
Robert Lasserre, Judo. Manual práctico: Según las enseñanzas del Kodokan 











Raymond Thomas, Judo Moderno: Programa para cinturón naranja y verde, 
Editorial Alas, Barcelona,1972
第２巻。柔道３級、４級のレベルの技について図解とともに説明。
Raymond Thomas, Judo Moderno: Programa para cinturón azul y marrón, 
Editorial Alas, Barcelona,1972
第３巻。柔道１級、２級レベルのより難しい技について図解とともに説明。
Raymond Thomas, Judo Moderno: Nage no kata, Editorial Alas, Barcelona, 
1980
第４巻。「投げの形」を図解とともに説明している。





John Panchamé, El Kendo : La esgrima japonesa, técnicas y katas, Editorial 
Alas, Barcelona, 1986 
剣道の歴史と、基本的な技を多くの写真を使って説明している。
【弓道】
José Santos Nalda, Kyudo, Editorial Alas, Barcelona, 1988
弓道の基礎的な教本。弓道の概念、精神を説明し、多くの図解を使用して射法を示す。
【合気道】
Sato Nagashima, Aikido Básico, Editorial Alas, Barcelona, 1982
『合気道の基礎』、合気道の基礎からの指導書。「合気道」、「気」を説明した後、体の動き、
技術が多くの図解とともに説明されている。




José Santos Nalda, Nagi-nata, Editorial Alas, Barcelona, 1988
初心者向けで、なぎなたの初歩から競技方法まで説明。最初になぎなたの歴史を絵とと
もに説き、姿勢、技法、形について多くの図解とともに説明している。
 （佐々木克実 編）
【スペイン語武道文献】
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著者紹介
魚住孝至（うおずみ たかし）　国際武道大学教授
国際武道大学附属武道・スポーツ科学研究所長
1953年生まれ。東京大学大学院人文科学研究科博士課程修了　　　
博士（文学）。国際日本研究センター共同研究員。
専門分野：日本思想、実存思想、身体文化
主な著書・論文：『宮本武蔵―日本人の道』（ぺりかん社）、『定本
五輪書』（新人物往来社）、『宮本武蔵―「兵法の道」を生きる』（岩
波新書）、編著『諸家評定―戦国武士の「武士道」』（新人物往来社）、
『芭蕉　最後の一句』（筑摩選書）他。
林　伯原（リン ポーユェン）　国際武道大学教授
1950年中国生まれ。北京体育大学大学院修了、博士（学術）。
専門分野：アジア武術・スポーツ文化、中国武術史、中国伝統的健
康論
主要著書：『近代中国における武術の発展』（不昧堂・日本語博士論文）
『中国武術史』・『中国体育史』（台湾五洲出版社）、『中国古代武術論
文集』（台湾華聯出版社）、『中華文明史・体育巻』（河北教育出版社）、
『古代中国体育史』（北京体育大学出版社、北京哲学・社会科学一等
賞受賞）
主要論文：「宋代の武術の発展変化論」（1986年中国武術学会「全
国優秀武術論文賞」）、「中国武術体系形成の歴史過程に関する研究」
（1988年中国武術研究院「国際武術総合大会論文賞」）他、多数。
幼少より気功とともに、弾腿・劈掛拳・八極拳・翻子拳・戳脚・太
極拳（陳式・楊式）及び剣・刀・棍術など中国武術を学ぶ。1989年
北京体育大学国際武術競技大会「四十八式太極拳」の部優勝。
朴　周鳳（パク　ジュボン）　
　　早稲田大学スポーツ科学研究センター招聘研究員
1975年韓国ソウル生まれ。龍仁大学卒業、国際武道大学大学院武道・
スポーツ研究科修士課程修了、早稲田大学大学院人間科学研究科博
士課程修了　博士（人間科学）
239
専門分野：スポーツ人類学、身体文化
柔道４段、テコンドー初段、新陰流と一刀流を修業中
主な著書・論文：「新陰流の組太刀の研究―柳生家伝来の古文献と伝
承の形に基づいて」（『国際武道大学研究紀要』第20号）共著
「『韓国武士道』花郎の創造と展開」（『スポーツ人類学研究』第14号）
「韓国政府による伝統武芸の創造―2008年伝統武芸振興法の制定を
めぐって」（『体育学研究』第55巻　第１号）
「AStudyoftheKumidachiinJapaneseTraditionalKenjutsuSchool」
（『大韓武道学会誌』第７巻第２号）共著
柏崎克彦（かしわざき　かつひこ）　国際武道大学教授
1951年生まれ。東海大学体育学部卒業
専門分野：柔道指導論
1975年、1978～1981年全日本柔道体重別選手権　優勝
1981年世界柔道選手権優勝　柔道８段
日本武道学会理事、全日本学生柔道連盟理事、全日本柔道連盟国際
委員、JOCオリンピック強化スタッフ、IJFエキスパートコーチ
主な著書：『寝技で勝つ柔道』（ベースボールマガジン社）、“Fighting
Judo”（PelhamBooks）、『柔道上達のプロセス』（永岡書店）、“Attacking
Judo”（IpponBooks）他。
MajaSORIDOVAL（マーヤ・ソリドワール）
1979 年ドイツ生まれ。ドレスデンの高校在学中、京都府立南陽高等
学校に留学。2006 年デュセルドルフのハインリッヒ・ハイネ大学日
本文化学科卒業。在学中、琉球大学に交換留学。2008 年国際武道大
学大学院修了、修士（武道文化）。2011 年早稲田大学大学院スポー
ツ科学研究科博士課程修了。現在、国際武道大学大学院研究生。
研究分野：柔道・空手道の歴史と指導法
空手道３段、空手道公認指導員（日本体育協会）。柔道２段。
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阿部哲史（あべ　てつし）
ゲイト・オブ・ダルマ・ブタペスト仏教単科大学助教授
1964年生まれ。国際武道大学卒業、筑波大学大学院修士課程修了
専門分野：武道文化論
剣道教士七段
ハンガリー剣道連盟技術局長兼ナショナルチーム監督
NPO武道文化フォーラム会長、ハンガリー日本剣道クラブ会長
主な著書：『日本の教育に武道を』（明治図書）共著、『武と知の新し
い地平』（昭和堂）共著、『武道文化の探求』（不昧堂出版）共著、『身
体教育のアスペクト』（道和書院）共著、『武道文化の研究』（第一書
房）共著、『ニッポン剣道、世界へ』（スキージャーナル）共著
AlexanderBENNETT（アレキサンダー・ベネット）　
1970年ニュージーランド生まれ。カンタベリー大学、京都大学大
学院人間・環境学研究科博士課程修了　博士（人間・環境学）。現在、
関西大学准教授、国際武道大学研究所客員研究員。
専門分野：武道社会学、比較文化論、スポーツ史
なぎなた・剣道世界選手権のニュージーランド・ナショナルチーム
メンバー（主将）。剣道錬士６段、居合道５段、なぎなた４段。
国際なぎなた連盟理事、全日本剣道連盟参与
世界初の英語剣道専門誌 “KendoWorld” 創立者・編集長
主な著書：『武士道のエトスとその歩み : 武士道の社会学的考察』（思
文閣出版）、“Naginata：TheDefinitiveGuide”（KWPublications）、
編著 “Budo Perspectives”（国際日本文化研究センター&KW
Publications）。
BaptisteTAVERNIER（バティスト・タヴェルニエ）
1981年生まれ　パリ大学大学院博士課程中退、国際武道大学大学院
研究生（武道研究）
佐々木克実（ささき　かつみ）
1951年生まれ　国際武道大学教授
主な著書：『スペイン語との出会い』（芸林書房）


